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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績は、薬価改定の影響等により、売上高は 52,179 百万円(対

前年同期比 5.1％減)、営業利益は 16,123 百万円(対前年同期比 12.6％減）、経常利益は 16,238 百万円(対前年

同期比 12.6％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益は 11,446 百万円(対前年同期比 8.3％減)となりました。 

 

    セグメントの業績は、次のとおりであります。 

① 薬業 

医薬品・医療機器につきましては、爪白癬治療剤「クレナフィン」が売上を伸ばし、癒着防止吸収性バリア「セプラ

フィルム」はほぼ横ばいでありましたが、薬価改定の影響や、「クレナフィン」の海外導出先からの収入の減少などに

より減収となりました。 

農業薬品につきましては増収となりました。 

この結果、売上高は 50,988百万円(対前年同期比 5.2％減)、セグメント利益(営業利益)は 15,314百万円(対前年

同期比 13.3％減)となりました。 

なお、海外売上高は 3,450 百万円となりました。 

 

② 不動産事業 

不動産事業の主たる収入は文京グリーンコート関連の賃貸料であります。売上高は 1,190 百万円(対前年同期比

1.0％増)、セグメント利益(営業利益)は 809 百万円(対前年同期比 4.4％増)となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は131,648百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,343百万円

の減少となりました。これは主に、有価証券の減少によるものであります。 

負債は 36,911百万円となり、前連結会計年度末に比べ 6,205百万円の減少となりました。これは主に、未払法人

税等の減少によるものであります。 

また、純資産は 94,736 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 4,861 百万円の増加となりました。これは主に、

利益剰余金の増加によるものであります。 

自己資本比率は、72.0％(前連結会計年度末 67.6％)となりました。 

 

②連結キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ 3,182百万円減少し、

38,562 百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、5,699 百万円の収入となりました。これ

は主に、税金等調整前四半期純利益によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、2,151 百万円の支出となりました。これ

は主に、有形固定資産の取得によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、6,729 百万円の支出となりました。これ

は、自己株式の取得と配当金の支払によるものであります。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

通期の業績につきましては、「クレナフィン」「セプラフィルム」の売上は引き続き伸長するものの、薬価改定の影

響を吸収するまでには至らず、減収減益を見込んでおり、平成 28年 5月 12日に発表した業績予想は変更しており

ません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（有形固定資産の減価償却方法の変更） 

当社は、有形固定資産の減価償却方法として主に定率法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間よ

り定額法に変更しております。 

この変更は、中期経営計画の策定を契機に有形固定資産の使用状況を検討した結果、生産高、稼働率等が長

期安定的に推移するものと見込まれ、定額法が設備等の使用実態をより適切に反映するものと判断したためであり

ます。 

この変更による当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影

響は軽微であります。 

なお、当第２四半期連結累計期間のセグメント情報に与える影響も軽微であるため記載を省略しております。 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 （自己株式の取得）

  当社は、当第２四半期連結累計期間において、平成28年５月12日開催の取締役会決議に基づき、自己株式を

532,500株、3,499百万円取得いたしました。

　なお、当第２四半期連結会計期間末における自己株式は7,567,505株、19,807百万円となっております。

（セグメント情報等）

 Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

    売     上     高

外部顧客への売上高 53,794 1,178 54,973 ― 54,973

セグメント間の内部売上高又は振替高 ― ― ― ― ―

計 53,794 1,178 54,973 ― 54,973

　　セグメント利益（営業利益） 17,668 775 18,443 ― 18,443

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。

 Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

    売     上     高

外部顧客への売上高 50,988 1,190 52,179 ― 52,179

セグメント間の内部売上高又は振替高 ― ― ― ― ―

計 50,988 1,190 52,179 ― 52,179

　　セグメント利益（営業利益） 15,314 809 16,123 ― 16,123

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。

　３．報告セグメントの変更等に関する事項

調整額
(百万円)

四半期連結
損益計算書

計上額
(百万円)

薬業 不動産事業
（百万円） （百万円）

報告セグメント

計
（百万円）

 　平成28年３月31日付で当社の100％連結子会社である科研不動産サービス株式会社を吸収合併したことに

伴い、前連結会計年度の第４四半期より、当該子会社が保有していた「不動産事業」の一部の資産につき、「薬

業」 に報告セグメントを変更しております。

　 なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記

載しております。

調整額
(百万円)

四半期連結
損益計算書

計上額
(百万円)

薬業 不動産事業
（百万円） （百万円）

報告セグメント

計
（百万円）
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